
 

 

 

 

 

川崎市立中学校における昼食のあり方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



川崎市立中学校給食の基本方針（案） 

 

平成 25 年 11 月 26 日 川崎市教育委員会会議決定 

 

 本市の中学校の昼食は、これまで家庭からの弁当を基本とするミルク給食を

実施してまいりました。また、弁当を持参できない時のために、それを補完す

る制度として、ランチサービス事業を実施してまいりました。一方、国におい

ては、平成 17 年 7 月に食育基本法が施行され、さらに平成 21 年 4 月に学校給

食法が食育の観点から一部改正されたことにより、学校給食を活用した食育の

充実が新たに定められました。 

 そうした中、教育委員会といたしましては、これまで家庭からの弁当は生徒

の食育の推進などに寄与してきたところであると考えておりますが、市議会の

「中学校完全給食の早期実現を求める決議」や請願・陳情等の審議、保護者等

の御意見・御要望を踏まえ、教育委員会会議におきまして、ランチサービス事

業の取組と現状、他都市の中学校給食の実施状況、学校給食を活用した食育の

推進、生徒の健康増進と食事の栄養バランス、食材の安全・安心、家庭環境や

経済状況の変化に伴う負担軽減などの視点から、中学校の昼食のあり方につい

て議論を重ねてまいりました。 

その結果、本市の中学校において完全給食を提供することにより、さらなる

食育の充実が図られること、育ち盛りの生徒にとって栄養バランスがあり安

全・安心で温かい食事を摂ることができるなどのことから、中学校完全給食を

実施することが望ましいとの結論を得ましたので、「川崎市立中学校給食の基本

方針」を次のとおり決定いたしました。 
事業の実施にあたりましては、十分な準備や調整が必要となりますが、今後、

生徒・保護者・市が連携しながら、生徒にとって望ましい給食となるよう取り

組んでまいります。 
 

１ 早期に中学校完全給食を実施します。 

 

２ 学校給食を活用した、さらなる食育の充実を図ります。 

 

３ 安全・安心な給食を提供します。 

 

４ 温かい給食を全校で提供します。 


